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■ 斉唱 我等の生業 

■ 司会 加藤 正広 会員 

■ 出席者報告 出席者数 28 名 / 会員数 38名 

出席率  73.68％ 

前々回(第 158 回)修正出席率は 84.21％(32/38) 

■ビジター・ゲスト  

ビジター  

名古屋北ＲＣ 特別代表 浦野 三男様 

名古屋北ＲＣ 名誉会員 水野 吉紹様 

■ ニコボックス報告 

名古屋北ＲＣ 浦野 三男特別代表 

やっと秋らしく涼しくなりました。 

健康に留意しましょう。 

櫻井 孝充 会長 

浦野特別代表、水野名誉会員寒い中、ようこそ来て

下さいました。ひょっとしてアイリスＲＣには、御

両人はオール出席では・・・・。   感謝です。 

安井 忠直前 会長  

加藤晴美さんにニコボックスお願いしますと、言わ

れました。皆様も協力しましょう。 

荒山 久美 会員 

本日、財団についての卓話を致します。 

皆、よく聞いてね。 

沖 知也 会員 

加藤晴美さんに、結婚記念でニコに入れろと言われ

ました。ちなみに結婚記念でシェ・コーベさんに伺

いました。 

須賀 祐介 会員 

沖さん、荒山さん先日はご家族でのご来店有難うご

ざいました。櫻井会長、明日おまち致しております。

素敵な記念日になりますように・・・皆様まだまだ、

おせち料理絶賛受付中ですよー！！ 

安井 嗣博 会員 

もうすぐ結婚記念日ですが、当日、妻と娘は名古屋

ドームで、三代目Ｊソウルブラザーズのコンサート

で不在です。息子と２人で過ごします。 

藤森 淳 会員 

まだ息子の就職が決まっていません。心配です。 

ニコボックス合計 １０，０００円 

■会長挨拶 

 

IRC.の皆様こんにちは。 

人の心に残る風景とは、やっぱり「感動」した風景

が心に残るのでしょう。 

小生はある有名な陶芸家が、北陸の地で個展開催に

当たり、経験した、ある雨の日の情景を今日はお話

したいと思います。 

彼の個展を訪ねました。陶芸家はあまりに多いお客

様との御挨拶にてとても忙しく、著名な方も来客と
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して来られていたせいか、お会いする事が出来ず、

作品を見て家内と、早々帰る段取りに入りました。 

受付の方に、「先生に(１５代)によろしくお伝え下さ

い。」と伝え、車に乗り込みました。 

外は風は無いにしても、粉糠雨が降るあいにくの空

模様に成りました。 

受付の方が気を聞かせてくれたのでしょう。きっと。 

丁度その時、白いカッターシャツ姿の陶芸家が外に

飛び出て、お忙しいにもかかわらず、会いに来てく

れました。 

小生と家内は車からすぐ降り、１５代に握手をして

から、サヨナラの御挨拶が出来ました。 

ここからが小生を感動に導いたのです。 

挨拶を終え、再度車に乗り込み、発車しました。 

どうでしょう、バックミラーを覗くと、粉糠雨にた

たずみ、ずっとこちらを観たまま、傘も差さずに彼

が私たちを見送っていてくれるではありませんか。

直線がずっと長く続く田舎道を。 

途中、ほんの一瞬 ハザードランプを点灯しました。 

かすか遠くにいる手を振る彼の姿が、バックミラー

に、はっきり見えたような。 

曇る瞼と粉糠雨で、ついに彼の姿が直線でも見えな

くなりました。 

きっと彼はずぶ濡れだと思います。 

この出来事はもうずいぶん前の事ですが、 

小生の大切な思い出です。もし彼と反対の立場なら、

見送り後、雨も降る中の為、当たり前のようにすぐ

さまそそくさと、会場に引っ込んでしまうことでし

ょう。 

それが通常で、当たり前の行為かと思います。 

彼は違いました。ものの見事、小生に人間というも

のは、・・・・・みたいな、衝撃の感動を与えて下さ

いました。 

今も心に生きています、あの時の彼の感動の姿が。 

あの彼の人間業が，彼の作陶活動そのものの姿なの

だ。それが彼が造り出す作品そのものに生きている

んだ。と。 

要するに彼の行動に、感動し、納得してしまいまし

た。 

彼の名は九州鹿児島にて薩摩焼を生業としておられ

る、沈寿官 15 代当主です。 

これが小生の心に残る思い出で恐縮でありますが

「ある雨の日の情景」です。 

さて、ロータリー財団月間であります。 

どうかロータリアンの皆様、皆様が、心に納得して

いただいた上での、財団への御寄付をよろしくお願

い申し上げます。 

 本日は荒山久美氏による卓話、楽しみにしており

ました。荒山さんによるロータリー財団への熱い思

いをこの後、私たちにお伝えください。荒山さん、

宜しくお願い申し上げます。 

感謝。 

■幹事報告 

 

菊地幹事より、１１月の例会についてと、地区の委

員会の出席者についての幹事報告がありました。 

■委員会報告 

 

沖知也 例会受付・ニコボックス・親睦活動委員長か

ら１２月の例会の出席報告を今月中にしてほしいと

のお願いと、１２月２１日のクリスマス会は、別途

案内するとの報告がありました。 
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■ロータリー財団についての卓話 

ロータリー財団・米山記念奨学 

       荒山 久美委員長の卓話 

 

 

 

荒山久美財団委員長による、ロータリー財団の卓話

がありました。ロータリー財団の成り立ちから、財

団のお金が、どういった流れで、どのように使われ

ているかなど、わかり易く説明がありました。また

個人で寄付ができ、寄付の金額によってランクが代

わるなどの説明がありました。荒山久美財団委員長

どうも有難うございました。 

                    以 上         


